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論文内容の要旨
(目的)
半側空間無視の発現機序については さまざまな仮説が提唱されているが3 未だ一致した見解はない。
また，これまでにも多くの臨床検査が考案され行なわれてきたが，そのほとんどは視覚を介した検査で
あり，他の感覚様式についての検査や研究は比較的乏しい。わずかに，無視に及ぼす視覚の効果や役割
をみるために触覚性課題を用いた研究も行なわれているが，触覚性無視が視覚性無視と解離して生じる
か否かについては一定の見解には達しておらずその理由についても明らかにされていない。そこで，
本研究では，情報入力の際の感覚様式の違いが，無視発現に影響を及ぼすかどうかを検討し，その成績
の異同から，無視の発現機序を明らかにしようとした。さらに，両感覚様式による相違を明らかにする
ために，視覚と触覚で同一課題を施行し，直接的な比較をした。また，それぞれの感覚様式内でも要求
される機構が異なると考えられる 2 種類の課題を併用することによって，感覚様式の差異だけでなく課
題要求性の側面からも考察を加えた。
(方法ならびに成績)
右利きの健常者14名(平均年齢64.6歳)および一側大脳半球脳血管障害患者28名(右半球損傷27名，
左半球損傷 1 名:平均年齢62.1歳)に，図形の模写，視覚性および触覚性線分二等分テスト，視覚性お
よび触覚性探索テストを行った。図形模写において半側空間無視を呈する患者14名を無視(+)群とし，
呈さない患者14名を無視(-)群として，上記テストの結果を群間で比較検討した。なお，他に直線抹
消テスト，図形抹消テストも行い，各テスト間の相関を検討した。検査施行時間は，発症後1.0 --23.5 
カ月(平均6.5 カ月)であった。
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(1) 無視(+)群は，視覚性線分二等分テスト，視覚性および触覚性探索テストで左半側空間無視を
呈したが，触覚性線分二等分テストでは左半側空間無視を呈さなかった。無視(-)群は，健常群と
同様にいずれのテストでも無視を生じなかった。すなわち，線分二等分テストでは触覚性無視は，
(図形模写における)視覚無視と解離し探索テストでは両者はほぼ一致して発現した。
(2) 触覚性線分二等分テストは他のいずれのテストとも相関はなかった。
(3) 患者ごとに，視覚性と触覚性の線分二等分テストおよび探索テストのいずれのテストで無視があっ
たかを検討した結果，無視(+)群は 5 型，すなわち視覚性課題でのみ無視を生じ触覚性課題では生
じなかった型，視覚性課題と触覚性探索テストで無視がみられた型，すべてのテストで無視がみられ
た型，視覚性線分二等分テストのみで無視を示した型，視覚性と触覚性の探索テストのみで無視を呈
した型に分類された。
(4) 病変部位については，無視(+)群のうち 12名は，縁上回，角田領域あるいはその皮質下白質を含
む中大脳動脈領域の病変であった。他の 2 名は視床，内包基底核病変であった。
(総括)
過去に触覚性課題として半側空間無視の研究に用いられた線分二等分と触覚性探索課題は，課題要求
性が異なるものであること，半側空間無視は同一感覚様式内でも課題依存性があり，他方，感覚様式が
異なっても共通の機構が関与することがあることが示唆された。
視覚性と触覚性の線分二等分および探索課題の成績パターンを分析することにより，半側空間無視患
者を 5 型に分類することができた。さらにそのうち 3 型については，視覚による情報入力段階の障害，
空間表象の形成，操作，あるいは利用の段階での障害，行為運動面での障害がそれぞれの無視の主要因
であろうと推定することができた。また，他の 2 型の成績から，線分の長さの視覚的評価と平面の広い
範囲に及ぶ視覚性探索機能とは異なる機構であると考えられた。
半側空間無視の責任病巣としては，縁上回，角回領域およびその皮質下白質を含む病変が重要である
と考えられた。
論文審査の結果の要旨
半側空間無視の発現機序については，さまざまな仮説が提唱されているが，未だ一致した見解はない。
本論文は，情報入力の際の感覚様式の違いが無視発現に影響を及ぼすか否かを検討したものであり，視
覚および触覚という異なる感覚様式においても，無視発現には共通の機構が関与することがあることを
明らかにした。さらに，感覚様式の差異だけでなく課題要求性の側面からも検討を加え，視覚のみなら
ず触覚においても同一感覚様式内で課題依存性があることをはじめて示した。また本研究で用いた視
覚性および触覚性課題は，従来の半側空間無視患者をさらに細かく分類し，それぞれに異なった無視発
現の要因を推定することを可能にした。これらの知見は，半側空間無視の発現機序を考える上で今後考
慮されるべきものであり，また，本検査課題は臨床面で貢献するところが大きいと考えられるO
以上より，本論文は学位に値すると考えるO
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